
（水産物の国際競争に打ち勝つ横断的育種技術と新発想飼料の開発・水産分野） 

 

ゲノム育種でウナギ仔魚期を短縮 

 

技術開発のねらい 

ニホンウナギの人工シラスウナギ生産では、ふ化からシラスウナギに変態を始めるまでの仔魚（レプトセファ

ルス）の期間が長いことが大量生産の障害になっています。経験的に、この仔魚期間の長さには家系ごとに大き

なばらつきがあることが知られており、遺伝的な影響があることが推察されていました。そこで、本課題では、

仔魚期間の長さに及ぼす遺伝的な影響を明らかにするとともに、効率的な遺伝的改良により仔魚期間の短い品種

を作出することを目的に、本種のゲノム解読とゲノム情報を利用した選抜育種技術の開発に取り組みました。 

 

開発成果の特長： 

雄44尾×雌32尾を用いた交配試験により作出した1,689個体について、シラスウナギに変態する時の日齢や

大きさなどの10種類の表現型データと約2万のDNAマーカー多型情報を収集して、遺伝率（表現型のばらつきに

占める遺伝の割合）を調べたところ、0.2〜0.4の遺伝率と推定され、これらの形質が親から子に遺伝することが

明らかになりました（図１）。これらの個体のうち、実際に親になる大きさにまで育てた200個体について、仔

魚期間の長さに関する遺伝的な能力（ゲノム育種価）を推定し、次世代以降に近親交配による悪影響が出ないよ

うな親魚の組み合わせを求める最適貢献度という指標を用いて、優良親魚候補を選抜しました（図２）。本課題

で確立したゲノム育種技術を用いて、仔魚期間の短い品種の作出を進めています（図３）。また、解読したニホ

ンウナギのゲノム情報等について、総合的に整理したウェブデータベースを開発しました（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 本課題で確立したゲノム情報を用いた選抜育種技術 

 

図１ 推定された変態関連形質のゲノム遺伝率 

 

図２ 選抜された親魚の仔魚期間の長さ

に関するゲノム育種価と最適貢献度 

 

図4 ニホンウナギの総合ゲ

ノムデータベースの画面例 



革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト） 

 
 

 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

水産研究・教育機構では、本課題で策定した最適な交配計画に基づいて、優良親魚候補を選抜し、次世代を作

出するゲノム育種の実証試験を進めています。10〜15年後を目処に、仔魚期間を20〜40％短縮した早期変態品種

の作出を目指す計画です。また、この過程で生産される仔魚期間が短縮された仔魚は、実験材料として提供し、

様々な試験研究の短期化や効率化に貢献することが期待されています。 
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